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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

Mシリーズのすべてのマニュアルのリストについては、Cisco UCS M-Series Servers Documentation
Roadmapを参照してください。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。

Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンスガイ
ド

ix

はじめに

Cisco UCSの関連ドキュメント

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-release-notes-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-release-notes-list.html
http://twitter.com/ciscoucsdocs
mailto:ucs-docfeedback@cisco.com


    Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンス
ガイド

x

はじめに

マニュアルに関するフィードバック



第 1 章

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバの概
要

このパートの構成は、次のとおりです。

• Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバについて, 1 ページ

• 新機能, 1 ページ

• 注意事項と制約事項, 3 ページ

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバについて
従来のサーバは、たとえばCPU、ネットワークアダプタ、ローカルストレージなど、複数のサー
バで共有できないキャプティブリソースを持ちます。Cisco UCSMシリーズモジュラサーバは、
これらのリソースの一部をシャーシ内で共有することが可能な、新しいクラスの Cisco UCSサー
バです。従来はサーバ専用とされてきた、ハードディスクドライブ、I/O、アダプタなどのリソー
スが、シャーシレベルで集約されて、そのシャーシ内の複数のサーバで共有されるようになって

います。

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバは、サーバのネットワークコンポーネントとストレージ
コンポーネントを切り離し、シャーシ内のサーバで必要に応じて配分できる、柔軟に設定可能な

リソースとして提供します。Cisco UCS Mシリーズでは、CPUおよびメモリはサーバにローカル
です。サーバはシャーシのリソースに標準PCIeで接続します。シャーシ内で共有されるのは、電
源、管理、冷却、ストレージ、およびネットワークコンポーネントです。

新機能
Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバでは、Cisco UCS Managerリリース 2.5(2)で次の機能を導
入しています。

Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンスガイ
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UCS Manager を使用した TPM および TXT の設定

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファク
ト（パスワード、証明書、暗号キーなど）を安全に保存できるコンポーネントです。プラット

フォームが信頼性を維持していることを確認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保存

でも、TPMを使用できます。Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、サーバ上
で使用および保管される情報の保護機能が強化されます。

このリリースでは、Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジでの TPMと TXTの設定を、
Cisco UCS Managerを使用して行うことができます。TPMはデフォルトで有効になっています。
TXTはデフォルトで無効になっています。

ホストポートでの vNIC の配置

vNICは、共有アダプタの 2つのホストポートのいずれかに配置できます。配置するホストポー
トを明示的に指定することも、Cisco UCSManagerによって自動的に vNICをホストポートに割り
当てることもできます。vNICのホストポートの配置に従って、アダプタでの vNICの順序が決ま
ります。最初のホストポートに配置された vNICは最初に列挙され、次に 2番目のホストポート
のvNICが列挙されます。このリリースでは、ホストポートでのvNICの配置は、CiscoUCSME-1414
コンピュートカートリッジにのみ適用されます。

ホストポートでの vNICの配置について詳しくは、『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide,
Release 2.2』を参照してください。

サーバごとに最大 4 つの LUN をサポート

Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバは、サーバごとに最大 4つの
LUNをサポートし、そのうち最大 2つの LUNがブート可能です。Cisco UCSME-1414および
UCSME-142コンピュートカートリッジのモジュラサーバは、サーバごとに最大 2つの LUNをサ
ポートします。

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバでは、Cisco UCS Managerリリース 2.5(1)で次の機能を導
入しています。

モジュラーサーバアーキテクチャ

モジュラサーバアーキテクチャには、たとえば次の主要機能があります。

•コンピュートカートリッジ：新しいモジュラ型シャーシの各スロットに、コンピュートカー
トリッジを収容できます。コンピュートカートリッジごとに、1台以上のサーバを収容でき
ます。

•モジュラサーバの 3タプル参照：新しいアーキテクチャでは、コンピューティングサーバ
はカートリッジに格納され、カートリッジはシャーシに収容されます。したがって、CiscoM
シリーズサーバのすべての参照は、chassis-id/cartridge-id/server-idという 3タプルの形にな
ります。

•一元化されたリソース：ストレージ、I/O、ストレージコントローラなどのリソースがシャー
シに一元化されてホストされます。
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•共有アダプタ：共有アダプタはモジュラ型シャーシに収容されます。これは、サーバのネッ
トワークおよびストレージリソースにアクセスするための集約ポイントでもあります。

ストレージプロファイル

一元化されたストレージリソースの使用法を柔軟に設定できるよう、ストレージプロファイルが

導入されています。

Cisco システムリンクテクノロジー

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバで使用される Cisco UCS仮想インターフェイスカード
（VIC）は、複数のサーバに同時に接続する複数の PCeバスを提供します。VICで使用するシス
テムリンクテクノロジーは、PCIeバスをそれぞれのサーバまで拡張し、ローカル CPUが使用す
る PCIeホストインターフェイス上に仮想デバイスを作成します。OSはこの仮想デバイスをロー
カル PCIeデバイスとして認識し、I/Oトラフィックをホスト PCIeレーンに渡します。これによ
り、I/Oトラフィックは適切な共有リソース（ローカルストレージまたはネットワークインター
フェイス）にマップされます。

仮想ストレージコントローラ

シャーシ内の共有ストレージコントローラとハードドライブを介してサーバに提供される仮想ド

ライブへのアクセスは、仮想ストレージコントローラによって提供されます。仮想ストレージコ

ントローラは、SCSI NIC（sNIC）と呼ばれる、OSに提示される新しい PCIeデバイスを導入しま
す。OSはこれらのアイテムをローカル接続された SCSIデバイスとみなします。

注意事項と制約事項
•ファブリックインターコネクトとモジュラシャーシ間は、常にポートチャネルモードで接
続されるため、シャーシポートチャネルモードにあるため、シャーシディスカバリポリ

シーは適用されません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.5では、Cisco UCS Managerリリース 2.2でサポートされてい
る機能のほとんどをサポートしています。ただし、以下についてはサポートしていません。

• Cisco UCS Bシリーズサーバおよび Cisco Cシリーズサーバ

•ファイバチャネルと Fiber Channel over Ethernet、および関連する設定（vHBAなど）

•ダイナミック vNIC

• usNIC

• VMQ

CiscoUCSManagerでサポートされているすべての機能および設定タスクについては、『CiscoUCS
Manager CLI Configuration Guide, Release 2.2』で詳しく説明しています。
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第 2 章

ストレージプロファイルの設定

このパートの構成は、次のとおりです。

• ストレージプロファイル, 5 ページ

• ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー, 6 ページ

• RAIDレベル, 8 ページ

• 自動ディスク選択, 9 ページ

• サポートされている LUNの変更, 10 ページ

• サポートされていない LUNの変更, 10 ページ

• ディスク挿入の処理, 11 ページ

• 仮想ドライブの命名, 13 ページ

• LUNの参照解除, 13 ページ

• 注意事項と制約事項, 14 ページ

• ストレージプロファイルの設定, 15 ページ

ストレージプロファイル
Cisco UCS Bシリーズおよび Cシリーズサーバとは異なり、Cisco UCS Mシリーズモジュラサー
バにローカルストレージはありません。代わりに、ストレージはシャーシごとに一元化され、こ

の一元化されたストレージがシャーシ内のすべてのサーバで共有されます。ストレージプロファ

イルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディスクのロールと用途、

およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージプロファイルには、1
つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。ストレージプロファイ

ルで設定されたLUNは、ブートLUNまたはデータLUNとして使用でき、また特定のサーバ専用
にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバイスとして指定することも可能で
す。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。ストレージプロファイルを導入する
と、次の利点があります。
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•複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択できま
す。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。

•ディスクグループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。

ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できます。

サービスプロファイルには、専用ストレージプロファイルおよび組織レベルのストレージプロ

ファイルを関連付けることができます。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
UCS Mシリーズモジュラサーバでは、シャーシ内のサーバはそのシャーシに一元化されたスト
レージを使用できます。ストレージに使用するディスクは、ユーザが選択して設定できます。こ

れらの物理ディスクの論理集合をディスクグループと言います。ディスクグループを使用すれ

ば、ローカルディスクを整理できます。ストレージコントローラがディスクグループの作成と

設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したものです。

このポリシーで、ディスクグループに使用する RAIDレベルを指定します。また、ディスクグ
ループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどうかも指

定します。1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを管理できま
す。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理することはでき
ません。

ホットスペアとは、ディスクグループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスクグ

ループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、フォー

ルトトラレント RAIDレベルをサポートするディスクグループのみです。

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ
ペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

設定状態

[Configuration States]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は次
のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて正
常に適用されました。
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• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドライ
ブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。

• [Orphaned]：この仮想ドライブを含んでいたサービスプロファイルが削除されたか、。

• [Not in use]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが何にも関連付けられ
ていない状態になっています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの展開
状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。

• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

• [Apply-Failed]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次の
いずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオンラ
インです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいずれ
かに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write backモードの書き込みポリシーを使用して作成され
ましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

always write backモードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [Partially degraded]：RAID6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドラ
イブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID6は、最大2つのドライ
ブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状態
です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。
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プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライブの
プレゼンスステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異な
ります。

• [Missing]：仮想ドライブがありません。

RAID レベル
ディスクグループの RAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの確
保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ
スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現します。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗
長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが 1つの大きなドライブであるかのように機能できます。たと
えば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることができま
す。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループット
を提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分しま
す。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。
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• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つのパ
リティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID 6は RAID 5と同じです。RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して完全
なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスループット

レートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロックレベルのストライピングを使用
しないミラーリングを行います。RAID 10には 4台以上のディスクが必要です。

自動ディスク選択
ディスクグループ設定を指定して、そのディスクグループに含まれるローカルディスクを指定

しないと、Cisco UCS Managerはディスクグループ設定ポリシーで指定された基準に従って、使
用するディスクを決定します。この場合、CiscoUCSManagerは複数の方法でディスクを選択でき
ます。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順番

に選択されます。通常のディスクおよび専用ホットスペアは、スロット番号が小さい順に選択さ

れます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUNについて処理が繰り返されます。
繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

a ディスクの種類

b 降順の最小ディスクサイズ

c 降順のスペース要件

d アルファベット順のディスクグループ修飾子名

e アルファベット順のローカル LUN名

2 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索基準

を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。

ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初
のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATAである場合、後続のすべてのドライブも SATAとな
ります。Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされているのは SATAと SASのみです。

Cisco UCS Managerリリース 2.5では RAIDのマイグレーションをサポートしていません。

（注）
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3 専用ホットスペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good]状態のディスクのみが選択されます。

4 プロビジョニング済みLUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスクグループポリシーが設
定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みます。そう

でない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。

サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は
サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブ作成しなけ
れば適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのような変更

はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

•再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしないRAIDレベルの変更。たとえば、RAID5からRAID1への変更です。

•仮想ドライブのサイズ縮小。
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•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする
RAIDレベルの変更。

•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク
の削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。

ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1 LUNが、次のいずれかの方法で作成されます。

1 ユーザがローカルディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2 ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2 LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されます。

3 ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

•非冗長仮想ドライブ, （11ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ, （11ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ, （12ページ）

•ホットスペアドライブの交換, （12ページ）

•未使用スロットへの物理ドライブの挿入, （13ページ）

非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。新
しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になります。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除してか

ら再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、）にホットスペアドライブが割り当
てられていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理ドライブを挿入するま
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では、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカルディスクの欠如といった障

害状態になります。

物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージコントローラは自動

的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状態にな
ります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online]状態に戻ります。

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、）にホットスペアドライブが割り当
てられている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いたりすると、仮想ドライ

ブが [Degraded]状態になった時点で、専用ホットスペアドライブ（使用可能な場合）が [Rebuilding]
状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online]状態になります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSMが期待する物理設定と一致し
ないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディスクか

ら、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの後、ホッ

トスペアディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアされます。

自動コピーバックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [Unconfigured Good]、[JBOD]
または [Foreign Configuration]のままになっている場合は、新しいディスクをスロットから取り除
き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポートしてください。

これにより再ビルドプロセスが開始され、ドライブの状態が [Online]になります。その時点で、
新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマークして、CiscoUCSM
で使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホットスペアドライブを交換すると、新しいホットスペアドライブは [Unconfigured Good]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration]状態になります。

ホットスペアドライブの状態が Cisco UCSMで設定されている状態と異なることから、仮想ドラ
イブの不一致または仮想ドライブメンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good]に戻します。

2 新しく挿入されたドライブを、CiscoUCSMが期待するホットスペアドライブとなるように設
定します。

    Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンス
ガイド

12

ストレージプロファイルの設定

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ



未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [Unconfigured Good]状
態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージコント

ローラも Cisco UCSMもその新しいドライブを利用しません。

その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するには、
新しく挿入されたドライブを参照するように LUNを変更するか、そのドライブを参照する LUN
を作成する必要があります。

仮想ドライブの命名
UCSMを使用して仮想ドライブを作成すると、UCSMがその仮想ドライブに固有 IDを割り当て
ます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識別できます。UCSMでは、
サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に名前を付けられるようにもなっ

ています。サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブは、いず

れも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられま
す。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示
的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、UCSMが仮想ドライブの
一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。

LUN の参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参照
解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま
す。
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LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は [Not inuse]
に変更されます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状態は [Orphaned]に変更さ
れます。

注意事項と制約事項
• CiscoUCSManagerでは、次のストレージプロファイル機能の開始をサポートしていません。
ただし、実行後のこれらの機能を Cisco UCS Managerからモニタすることはできます。

•仮想ドライブの再ビルド

•仮想ドライブの整合性検査

•仮想ドライブの初期化

•巡回読み込み

• BBUの再学習

•ロケータ LED

• BBUの設定

•破壊的な LUN変更

•自動 LUN作成

•ホットスペアを使用したディスクの再配置

• JBODモード

•追加ディスク選択修飾子

• Cisco UCS Managerでは、ストレージ設定での SASと SATAの組み合わせをサポートしてい
ません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされるストライプサイズは 64k以上に限られま
す。ストライプサイズを 64k未満にすると、サービスプロファイルの関連付けに失敗しま
す。

コントローラの制限と制約事項

Cisco UCSManagerリリース 2.5では、ストレージコントローラが許容する仮想ドライブの数はコ
ントローラごとに 64、サーバごとに 4つで、そのうち最大 2つがブート可能です。
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サーバごとに最大 4つの仮想ドライブをサポートするのは、Cisco UCSME-2814コンピュート
カートリッジのモジュラサーバのみです。

（注）

ストレージプロファイルの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループを設定するには、次の作業を行う必要があります。

1 RAIDレベルの設定

2 ディスクグループポリシーに含めるディスクの自動または手動設定

3 仮想ドライブのプロパティの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループポリシーに、自動または手動でディスクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]を展開します。

ステップ 3 ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

ステップ 4 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。

説明名前

ポリシーの名前

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_
（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できます
が、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オブジェク

トが保存された後で、この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含め

ることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。
ただし、`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引
用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）
は使用できません。

[Description]フィール
ド

次のいずれかになります。

• RAID 0 Striped

• RAID 1 Mirrored

• RAID 5 Striped Parity

• RAID 6 Striped Dual Parity

• RAID 10 Mirrored and Striped

RAID1ポリシーでディスクグループを作成し、このグループに
4つのディスクを設定すると、ストレージコントローラにより、
内部で RAID 1E構成が作成されます。

（注）

[RAID Level]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 6 ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[Disk Group Configuration
(Automatic)]を選択し、次の情報を指定します。

説明名前

ディスクグループのドライブ数を指定します。

ドライブ数の範囲は0～24です。デフォルトのドライブ数は、[Unspecified]
です。ドライブ数を [Unspecified]として選択すると、ディスクの選択プロ
セスに応じたディスク数が選択されます。

[Number of drives]
フィールド

ディスクグループのドライブのタイプ。次のオプションを選択できます。

• HDD
HDDはモジュラサーバではサポートされていませ
ん。

（注）

• SSD

•未指定

デフォルトのドライブタイプは [Unspecified]です。ドライブタイプとし
て [Unspecified]を選択すると、使用可能な最初のドライブが選択されま
す。最初のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互

換性のあるタイプになります。たとえば、最初のドライブがSSDの場合、
以降のすべてのドライブが SSDになります。

[Drive Type]フィール
ド
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説明名前

ディスクグループの専用ホットスペアの数。

専用ホットスペア数の範囲は 0～ 24です。デフォルトの専用ホットスペ
ア数は [Unspecified]です。専用ホットスペア数を [Unspecified]として選択
すると、ディスクの選択プロセスに応じたホットスペア数が選択されま

す。

[Number of Hot
Spares]フィールド

ディスクグループの最小ドライブサイズ。この基準を満たすディスクの

みが選択可能になります。

最小ドライブサイズの範囲は 0～ 10240 GBです。デフォルトの最小ドラ
イブサイズは [Unspecified]です。最小ドライブサイズを [Unspecified]と
して選択すると、すべてのサイズのディスクが選択可能になります。

[Min Drive Size]
フィールド

ステップ 7 ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[DiskGroupConfiguration (Manual)]
を選択してから、次の手順に従います。

a) テーブル右側のアイコンバーにある [+]をクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration Reference]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

ローカルディスク参照を設定するスロット。[Slot]フィールド

ディスクグループでのローカルディスクのロール。次のオプション

を選択できます。

•専用ホットスペア

•標準

[Role]フィールド

ローカルディスクのスパン ID。値の範囲は 0～ 8です。

ローカルディスクのデフォルトスパン IDは [Unspecified]です。こ
れは、スパニング情報が必要でない場合にのみ使用してください。

[Span ID]フィールド

ステップ 8 [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。

説明名前

仮想ドライブのストライプサイズ。許容される値は [Platform
Default]のみです。

[Strip Size (KB)]フィールド
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説明名前

仮想ドライブのアクセスポリシー。次のいずれかになります。

•プラットフォームのデフォルト

• Read Write

• Read Only

• Blocked

[Access Policy]フィールド

仮想ドライブの読み取りポリシー。次のいずれかになります。

•プラットフォームのデフォルト

• Read Ahead

• Normal

[Read Policy]フィールド

仮想ドライブのキャッシュ書き込みポリシー。次のいずれかにな

ります。

•プラットフォームのデフォルト

• Write Through

• Write Back Good Bbu

• Always Write Back

[Write Cache Policy]フィール
ド

仮想ドライブの I/Oポリシー。次のいずれかになります。

•プラットフォームのデフォルト

• Direct

• Cached

[IO Policy]フィールド

ドライブキャッシュの状態。次のいずれかになります。

•プラットフォームのデフォルト

• No Change

• Enable

• Disable

[Drive Cache]フィールド

ディスクグループ内のすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用
して管理する必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルポリシーは、[Navigation]ペインの [Storage]タブで作成できます。さら
に、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージプロファイルを設定
することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]を展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定します。
[Description]に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。

ステップ 6 （任意） [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加
します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ストレージプロファイルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。ステップ 1   

[Storage]タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage
Profiles]を展開します。

ステップ 2   

削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展

開します。

ステップ 3   

削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を
選択します。

ステップ 4   

表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。ステップ 5   
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ローカル LUN の設定
[Navigation]ペインの [Storage]タブで、ストレージプロファイルポリシーに含めるローカル LUN
を作成できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレー
ジプロファイルに含めるローカル LUNを作成することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Profiles]を展開します。

ステップ 3 ローカルLUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。

ステップ 6 [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

新しいローカル LUNの名前。[Name]フィールド

この LUNのサイズ（GB単位）。サイズの許容範囲は 1～ 10240
GBです。

孤立した LUNを要求する場合は、LUNサイズを指定す
る必要はありません。

（注）

[Size (GB)]フィールド

この LUNの順序。順序に有効な値の範囲は 1～ 64です。デフォ
ルトでは、使用可能な最小の値が順序として指定されます。これ

は、使用可能な最小の順序値が自動的にLUNに割り当てられるこ
とを意味します。

ストレージプロファイルで参照される複数の LUNには、それぞ
れ固有の名前と固有の順序を指定する必要があります。

[Order]フィールド

ローカル LUNを自動的に展開するかどうかを指定します。[Auto Deploy]フィールド

このローカル LUNに適用するディスクグループ設定。[Select Disk Group
Configuration]フィールド

ステップ 7 （任意） このローカル LUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create Disk
Group Policy]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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ローカル LUN の順序変更
サーバに対するローカル LUNの可視性の順序を変更できます。この操作によって、サーバがリ
ブートされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。ステップ 1   

[Storage]タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage
Profiles]を展開します。

ステップ 2   

ローカル LUNの順序を変更するストレージプロファイルが含
まれる組織のノードを展開します。

ステップ 3   

目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展開し、順序
を変更する LUNを選択します。

ステップ 4   

[Work]ペインで、[General]タブをクリックします。ステップ 5   

[Properties]領域で、ローカル LUNの [Order]を変更します。ステップ 6   

[Save Changes]をクリックします。ステップ 7   

ローカル LUN の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。ステップ 1   

[Storage]タブで、[Storage] > [Storage Provisioning] >
[Storage Profiles]を展開します。

ステップ 2   

ローカル LUNを削除するストレージプロファイルが
含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 3   

目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展開
し、削除するローカル LUNを選択します。

ステップ 4   

確認用のダイアロ

グボックスが表示

されます。

削除する LUNを右クリックして、[Delete]を選択しま
す。

ステップ 5   

[Yes]をクリックします。ステップ 6   
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ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付

け

ストレージプロファイルを既存または新規のサービスプロファイルに関連付けることができま

す。ストレージプロファイルを新しいサービスプロファイルに関連付ける方法について詳しく

は、『Cisco UCSManager GUI Configuration Guide, Release 2.2』の「Creating a Service Profile with the
Expert Wizard」を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

ステップ 4 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイアログ
ボックスが表示されます。

ステップ 8 [Storage Profile Policy]タブをクリックします。

ステップ 9 このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage Profile]
ドロップダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]をクリックしま
す。[Storage Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示されます。

ステップ 10 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付けるには、

[Create Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]をクリックします。ス
トレージプロファイルの作成, （19ページ）で、新しいストレージプロファイルの作成方法に
ついて詳しく説明しています。

ステップ 11 （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するには、[Storage
Profile]ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をクリックします。

サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表
示

ストレージプロファイルは、組織レベルで定義することも、サービスプロファイルの専用スト

レージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロファイ
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ルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両方から有効

なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル LUNを継承でき
ます。次のコマンドを使用することで、サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル

LUNの詳細を表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。
指定したサービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNに関する次の詳細情報が表
示されます。

• [Name]：ストレージプロファイルでの LUNの名前。

• [Admin State]：ローカル LUNが展開されるかどうかを指定します。管理状態は、[Online]ま
たは [Undeployed]のいずれかになります。

ローカル LUNがサービスプロファイルによって参照されている場合、自動展開状態が
[no-auto-deploy]であれば、管理状態は [Undeployed]となり、それ以外の場合は [Online]とな
ります。ローカルLUNがサービスプロファイルで参照された後、そのローカルLUNの自動
展開のステータスが変更されたとしても、サービスプロファイルに継承された LUNの管理
状態には反映されません。

• [RAID Level]：使用されているディスク・グループの RAIDレベルの要約。

• [Provisioned Size (GB)]：ストレージプロファイルに指定されている LUNのサイズ（GB単
位）。

• [Assigned Size (MB)]：UCSMによって割り当てられたサイズ（MB単位）。

• [Config State]：LUN設定の状態。状態は次のいずれかになります。

• [Applying]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドラ
イブが作成されているところです。

• [Applyed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドラ
イブが作成されました。

• [Apply Failed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていますが、仮
想ドライブの作成が失敗しました。

• [NotApplied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられていて
も、管理状態が [Undeployed]になっています。

• [Not In Use]：サービスプロファイルは仮想ドライブを使用していますが、その仮想ド
ライブはサーバと関連付けられていません。

Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンスガイ
ド

23

ストレージプロファイルの設定

サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表示



• [Referenced LUN Name]：事前プロビジョニングされた仮想ドライブ名、または UCSMが生
成した仮想デバイス名。

• [Deploy Name]：展開後の仮想ドライブの名前。

• [ID]：LUN ID。

• [Order]：サーバに対する LUN可視性の順序。

• [Bootable]：LUNがブート可能であるかどうかを示します。

• [LUN New Name]：LUNの新しい名前。

• [Drive State]：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

• Unknown

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

モジュラサーバで使用している LUN の詳細情報の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 使用されているすべての LUNの詳細情報を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage Details]領域を展開します。[Storage Details]テーブルに、そのサーバが使用している LUN
の詳細が表示されます。
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RAID コントローラの外部設定のインポート

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。ステップ 1   

[Equipment]タブで、次の順に展開します。[Equipment] >
[Chassis] > [Chassis Number]

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[Controller]サブタブをクリックします。ステップ 4   

[Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックし
ます。

ステップ 5   

ローカルディスクの設定操作

手順

目

的

コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。ステップ 1   

[Equipment]タブで、次の順に展開します。[Equipment] > [Chassis] > [Chassis
Number]

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[Disks]サブタブをクリックします。ステップ 4   

目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。ステップ 5   

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスク
の導入時に、そのローカルディスクに存在する外部設定をクリアし

ます。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定し
ます。

• [Set Prepare ForRemoval]：ローカルディスクをシャーシから除去する
対象として指定します。

• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除
去する対象でなくなったことを指定します。
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目

的

コマンドまたはアクション

• [Mark asDedicatedHot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペア
として指定します。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択

できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなった
ことを指定します。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを
[UnconfiguredGood]としてマークして、設定可能にすることを指定し
ます。

仮想ドライブの設定操作

次の操作は、孤立した仮想ドライブに対してのみ実行できます。

•孤立した仮想ドライブの削除

•孤立した仮想ドライブの名前変更

孤立した仮想ドライブの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックし
ます。

ステップ 1   

[Equipment]タブで、次の順に展開します。
[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 4   

確認用のダイアログ

ボックスが表示され

ます。

目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete
Orphaned LUN]を選択します。

ステップ 5   

[Yes]をクリックします。ステップ 6   
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孤立した仮想ドライブの名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。ステップ 1   

[Equipment]タブで、次の順に展開します。[Equipment] >
[Chassis] > [Chassis Number]

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUNs]サブタブをクリックします。ステップ 4   

目的の仮想ドライブを右クリックし、[RenameReferencedLUN]
を選択します。

ステップ 5   

表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、
新しい LUN名を入力します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   

サービスプロファイル内のローカル LUN 操作

LUN 名の事前プロビジョニング
LUN名を事前にプロビジョニングできるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合
のみです。事前プロビジョニングする LUN名がすでに存在し、その LUNが孤立している場合、
その LUNはサービスプロファイルによって要求されます。名前を事前にプロビジョニングする
LUNが存在しない場合、指定した名前の LUNが新規に作成されます。

LUN名を事前プロビジョニングすると、サーバがリブートされます。重要

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name]を展開します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

[LocalLUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする
LUNを右クリックし、[Pre-ProvisionLUNName]を選択します。

ステップ 5   

[Set Pre-Provision LUNName]ダイアログボックスで、LUNの名
前を入力します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   

孤立した LUN の要求
孤立した LUNを要求できるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合のみです。

孤立した LUNを要求した後は、サーバがリブートされます。重要

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name]を展開します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、要求する LUNを右クリックし、
[Claim Orphan LUN]を選択します。

ステップ 5   

[Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する
対象とする孤立した LUNを選択します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   

LUN の展開および展開解除
LUNを展開または展開解除できます。ローカル LUNの管理状態が [Undeployed]の場合、LUNの
参照は削除されていて、LUNは展開されていません。

この操作によって、サーバがリブートされます。重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name]を展開します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、展開または展開解除する LUNを右ク
リックし、[Set Admin State]を選択します。

ステップ 5   

表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展
開する場合は [Online]を選択し、LUNを展開解除する場合は
[Undeployed]を選択します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   

サービスプロファイルで参照されている LUN の名前変更

手順

目的コマンドまたはアクション

[Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。ステップ 1   

[Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles] >
[Service_Profile_Name]を展開します。

ステップ 2   

[Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。ステップ 3   

[LUN Configuration]タブをクリックします。ステップ 4   

[Local LUNs]サブタブで、参照されているLUNの名前を変更す
る LUNを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択しま
す。

ステップ 5   

[Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されてい
る LUNの新しい名前を入力します。

ステップ 6   

[OK]をクリックします。ステップ 7   
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第 3 章

モジュラ型シャーシの管理

このパートの構成は、次のとおりです。

• シスコ UCSME-4308モジュラ型シャーシ, 31 ページ

• シャーシの削除および解放に関するガイドライン, 32 ページ

• シャーシの確認, 32 ページ

• シャーシの稼働中止, 33 ページ

• シャーシの削除, 33 ページ

• 単一シャーシの再稼動, 34 ページ

• 複数のシャーシの再稼動, 35 ページ

• シャーシの番号付け直し, 35 ページ

• ロケータ LEDの切り替え, 36 ページ

• シャーシの POST結果の表示, 37 ページ

シスコ UCSME-4308 モジュラ型シャーシ
シスコ UCSME-4308のモジュラ型シャーシは、次の主要コンポーネントで構成されています。

•コンピュートカートリッジ。モジュラサーバをホストします。

•共有アダプタ。システムリンクテクノロジーを使用して、ホストとシャーシ内の管理エン
ティティの間を流れるすべてのトラフィックを管理します。

•ストレージコントローラおよびバックプレーン SSD。

• PSU、ファン、およびシャーシ管理コントローラ。

これらのコンポーネントはすべて、Cisco UCS Managerを使用して管理およびモニタできます。
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シャーシの削除および解放に関するガイドライン
CiscoUCSManagerを使ってシャーシの削除や解除を実行するかを決定するときは、次のガイドラ
インを考慮します。

シャーシの稼働中止

物理的に存在し接続されているシャーシを、一時的に Cisco UCS Manager設定から削除する場合
は、シャーシの稼働停止を実行します。解放されたシャーシは最終的に再稼働することが予測さ

れるので、シャーシ情報部分は Cisco UCS Managerによって、将来使用するために残されていま
す。

シャーシの削除

削除は、システムから物理的にシャーシを取り外すときに実行されます。シャーシの物理的な削

除が完了すると、そのシャーシの設定は、Cisco UCS Managerで削除できます。

現在物理的に存在し接続されている場合、CiscoUCSManagerからシャーシを削除できません。（注）

削除されたシャーシを設定に追加し直す必要がある場合、再接続し、再検出する必要があります。

再検出中、Cisco UCS Managerは以前シャーシが持っていた IDと異なる新しい IDを割り当てま
す。

シャーシ IDが xに変更されると、サービスプロファイルの関連付けも変更されます。シャー
シxに前に関連付けられていたサービスプロファイルが、このシャーシに関連付けられます。
この結果、新しい仮想ドライブの作成が要求されることになります。既存の仮想ドライブは孤

立状態になります。

このシナリオでは、空き領域の制限あるいはディスクグループの違いにより、仮想ドライブ

の作成が失敗する可能性があります。いずれの場合も、サービスプロファイルの関連付けを

成功させるためには、孤立した仮想ドライブを削除する必要があります。

重要

削除されたシャーシを再プロビジョニングする方法は、新しいシャーシをプロビジョニングする

場合と同様です。

シャーシの確認
シャーシをファブリックインターコネクトに接続するリンクの数を増減させた場合は、次の手順

を実行します。シャーシを確認することにより、Cisco UCS Managerがリンク数の変化を認識し
ていること、および使用可能なリンクすべてでトラフィックがフローしていることを確認できま

す。
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ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー
シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 確認するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
CiscoUCSManagerによって、シャーシの接続が解除され、システム内にシャーシとファブリック
インターコネクトとの接続が再確立されます。

シャーシの稼働中止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Decommission Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
稼働が停止するまでには、数分間かかります。シャーシが設定から削除されると、Cisco UCS
Managerはシャーシを [Decommissioned]タブに追加します。

シャーシの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、シャーシを物理的に取り外します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 削除するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Remove Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
削除が完了するまでに数分かかる場合があります。

単一シャーシの再稼動
この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動するシャーシに対して、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis]を選択します。
b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドに、シャーシに割り当て
る IDを入力するか、矢印を使用して選択します

c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
この手順が終了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Managerはシャーシ検出ポリシーを実行し、シャーシを [Navigation]ペインのリストに追加しま
す。
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複数のシャーシの再稼動
この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。

複数のシャーシを同時に再稼動する際に、シャーシの番号を付け直すことはできません。Cisco
UCS Managerがシャーシに前と同じ IDを割り当てます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各シャーシの行で、[Re-commission]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
この手順が終了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Managerはシャーシ検出ポリシーを実行し、シャーシを [Navigation]ペインのリストに追加しま
す。

シャーシの番号付け直し

はじめる前に

シャーシ間で IDを交換する場合は、まず両方のシャーシを解放し、シャーシ解放 FSMが完了す
るのを待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードに以下が含まれていないことを確認してください。

•番号を付け直すシャーシ
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•使用する番号を持つシャーシ

これらのシャーシのいずれかが [Chassis]ノードにリストされている場合は、それらのシャーシの
稼働を停止します。続行する前に、稼働停止 FSMが完了し、シャーシが [Chassis]ノードにリス
トされなくなるまで待機する必要があります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 [Equipment]タブで [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 6 番号を付け直すシャーシについて、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis]を選択します。
b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドで、文字を入力するか矢
印を使用してシャーシに割り当てる IDを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ロケータ LED の切り替え

シャーシのロケータ LED の電源投入

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 位置を特定する必要があるシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Turn on Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDの電源がすでにオンになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LEDが点滅を開始します。
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シャーシのロケータ LED の電源切断

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDの電源をオフにするシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Turn off Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDの電源がすでにオフになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LEDの点滅が停止します。

シャーシの POST 結果の表示
シャーシ内のすべてのサーバおよびアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集されたす
べてのエラーを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 Power On Self-Test（POST）の結果を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、シャーシ内の各サーバとそのアダプタに対する POSTの結
果が一覧表示されます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。
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第 4 章

コンピュートカートリッジの管理

このパートの構成は、次のとおりです。

• コンピュートカートリッジ, 39 ページ

• カートリッジの除去, 39 ページ

• シャーシのカートリッジスロットの確認, 40 ページ

コンピュートカートリッジ
コンピュートカートリッジは、最大 2つの Cisco UCSサーバで構成されます。それぞれのサーバ
は、サーバ固有の CIMCインスタンスを使用して個別に管理することが可能であり、独自のメモ
リとCPUが搭載されています。カートリッジに I/Oアダプタやローカルストレージは内蔵されて
いません。

カートリッジの除去
次の手順を実行する前に、カートリッジをシャーシから物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridge]を展開します。
ステップ 3 構成データベースから削除するカートリッジを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Remove Cartridge]をクリックし、[OK]をクリックします。
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Cisco UCS Managerが、カートリッジに関するすべてのデータを構成データベースから削除しま
す。これで、カートリッジスロットが新しいカートリッジハードウェアを挿入するために使用で

きる状態になります。

シャーシのカートリッジスロットの確認
カートリッジを別のカートリッジに交換した場合、または同じシャーシあるいは異なるシャーシ

の新しいスロットに再配置した場合は、カートリッジのスロットが不一致の状態になり、

[Re-acknowledge Slot]アクションが有効になります。カートリッジのスロットが不一致の状態に
なったら、次の手順に従ってカートリッジのスロットの確認を行います。

2つのカートリッジを交換した場合は、いずれか一方のカートリッジを確認することで、両方
のスロットのスロット状態が自動的に解決されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridge]を展開します。
ステップ 3 再確認するカートリッジを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Re-acknowledge Slot]をクリックし、[OK]をクリックします。
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第 5 章

モジュラサーバの管理

このパートの構成は、次のとおりです。

• モジュラサーバ管理, 41 ページ

• モジュラサーバのブート, 42 ページ

• サーバのシャットダウン, 44 ページ

• サーバのリセット, 45 ページ

• サーバの再確認, 46 ページ

• サーバからのインバンド設定の削除, 46 ページ

• サーバの稼働停止, 47 ページ

• サーバの再稼動, 48 ページ

• サーバのロケータ LEDのオン/オフ切り替え, 48 ページ

• サーバの CMOSのリセット, 48 ページ

• サーバの CIMCのリセット, 49 ページ

• サーバの POST結果の表示, 50 ページ

• サーバからの NMIの発行, 50 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 51 ページ

• ヘルス LEDアラームの表示, 51 ページ

モジュラサーバ管理
Cisco UCSMシリーズで導入されたモジュラサーバは、コンピュートカートリッジに格納されて
います。

Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンスガイ
ド

41



カートリッジからサーバを削除することはできません。（注）

モジュラサーバのブート

サーバのブート

[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

サーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）
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サーバのシャットダウン

サーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドにダウンス
テータスまたは電源オフ状態が表示されます。

サーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Managerに、サーバをリセットする前にすべての管理操作
を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを

電源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクション
を選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。
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リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

サーバの再確認
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリックしま
す。

Cisco UCSManagerはサーバを接続解除してから、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示
されます。

サーバからのインバンド設定の削除
この手順では、サーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクションがグ
レー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 インバンド管理 IP設定を削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 7 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

サーバの稼働停止
サーバを一時的に UCSM構成から削除するには、サーバの稼働停止を行います。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

次の作業

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、CiscoUCSManagerにこのサー
バを再検出させる必要があります。
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サーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各サーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてから、[Save
Changes]をクリックします。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

サーバのロケータ LED のオン/オフ切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。

サーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要に
なることがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、
通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実
行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでの間、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超え
る可能性があります。非常に低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えない

ようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してくださ
い。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク
リックします。
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サーバの POST 結果の表示
サーバの電源投入時自己診断テスト中に収集されたすべてのエラーを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POST Results]ダイアログボックスに、サーバの POST結果が一覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

サーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 NMIの発行元サーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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ヘルス LED アラーム
サーバヘルス LEDは、Cisco UCS Mシリーズサーバの正面にあります。Cisco UCS Managerでは
センサー故障が発生すると、サーバヘルスLEDの色が緑からオレンジ、またはオレンジの点滅に
変わります。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレードヘルスLEDがオレンジで点滅します。
これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレードヘルス LEDがオレンジに点灯します。
これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。
[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一覧
表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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第 6 章

トラステッドプラットフォームモジュール

の設定

• トラステッドプラットフォームモジュール, 53 ページ

• Intel Trusted Execution Technology, 53 ページ

• トラステッドプラットフォームの設定, 54 ページ

トラステッドプラットフォームモジュール
トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファク
トを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、証明

書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確認する

うえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての環境で安全
なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どおりのものであ

ることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリティを維持してい

ることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは IntelのTrustedExecutionTechnology（TXT）
セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS設定でイネーブルにする必要が
あります。TPMは、Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバでのみサ
ポートされています。これらのサーバでは、TPMはデフォルトで有効になっています。

Intel Trusted Execution Technology
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管され
る情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および付随メ

モリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状態で実行

することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる封印されたス
トレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩するのを防ぐために

利用できます。TXTは、Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバでのみ
サポートされています。TXTは、デフォルトではこれらのサーバで無効になっています。
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TXTは、[TMP]、[Intel Virtualization Technology (VT)]、および [Intel Virtualization Technology for
Directed I/O (VT-d)]を有効にした後でのみ、有効にすることができます。TXTのみを有効にする
と、暗黙的に TPM、VT、および VT-dも有効になります。

トラステッドプラットフォームの設定
Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバは、TPMおよび TXTをサポー
トしています。UCSManagerリリース 2.5(2)では、TPMおよび TXTに対して次の操作を実行でき
ます。

•トラステッドプラットフォームの設定, （54ページ）

•モジュラサーバの TPMのクリア, （55ページ）

• TPMのプロパティの表示, （56ページ）

トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。

ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にするdisabled

TPMを有効にするenabled

TPMを有効にするプラットフォームのデフォルト

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にするdisabled

TXTを有効にするenabled

    Cisco UCS M-Series Modular Servers リリース 2.5 向け Cisco UCS Manager GUI クイックリファレンス
ガイド

54

トラステッドプラットフォームモジュールの設定

トラステッドプラットフォームの設定



説明オプション

TXTを無効にするプラットフォームのデフォルト

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

モジュラサーバの TPM のクリア
TPMをクリアできるのは、TPMをサポートするモジュラサーバ上のみです。

TPMのクリアは、潜在的な危険を伴う操作です。OSの起動が停止する可能性があります。ま
た、データが損失する可能性もあります。

注意

はじめる前に

TPMが有効である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。
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TPM のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 TPM設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。
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